
第２回鳥飼まちづくりグランドデザイン２Aワークショップ-取組の方向性（８）　Aグループ

Aグループ意見要旨

※青付箋の意見は水防センターの平時利用検討時に議論することとしたもの

重要難易度 取り組み 意見

A1 屋外イベントの開催を通じて賑わいを創出する ・おしゃれっぽくロハスみたいな
・フリーマーケットが定期的に開催できるように
・イベントは必要！！鳥飼方面は何もない

A1 ドッグラン ・ドッグランは登録制にした方が良い
・今河川敷で一番利用が多いのが犬の散歩

A1 ゴルフアプローチ ・有料にしたら良い
（打ちっぱなし等の練習場ではなく、ゴルフアプローチの練習が
出来る広場）

・屋根、ベンチ、トイレ、コンテナカフェを設置し、人が集まるポイントを
作る

A3 芝生や様々なスポーツができる多目的運動広場 ・施設はあるが使い方がわからない。ややこしい。
・窓口の機能はどこ？？
・整備が大変。グランド整備。
・借り方がわからない

A4 BBQエリアを充実させる ・洗い場がいる
グランピングができる ・水（電気）水道水は欲しい

・ゴミ捨て場が欲しい
・手ぶらで行ける、利用できる。
・コンテナ等を置く。食材、器具等ののレンタルが出来る
・キャンプ場をキラキラする
・鳥飼大橋の下にキャンプ場を作る。摂津をアピール（南摂津）

C1 淀川の歴史や遺産を学ぶことができるハイキングコース ・ハイキングコースで歴史イベント
・定期的にガイドをする
・ポイントポイントでQRコードをかざすと解説が聞ける

C4 ドローンフィールドを作る ・ドローン特区にしてほしい
・遊びではなく、資格を取るなどの場所
・マナーを守ってもらえるか心配

D3 サイクリングコース等を整備し、休息拠点を提供する ・自転車と歩行者の安全性は？
・造りっぱなし。もっと一般に知らせて。
・コース設定、長さ、トイレの案内

・基本的には新たに何かを作るというよりは今あるものを活用するべきと

考える。

・既存施設については、そもそも存在を知らなかったり、借り方がわから

なかったりするため、広報手段をもっと工夫するべきと考える。

・コンテナを活用すれば課題を解決することが出来るのではないかと考え

た。タイヤ付のコンテナであれば水害の恐れがある際にも移動でき、BBQ

エリアにおける用品レンタル等やカフェの設置なども可能となるのではな

いか。

・鳥飼方面はイベントが少ないので、淀川わいわいガヤガヤ祭のような年

1回のイベントだけではなく、ロハスフェスタのような感じでフリーマー

ケットを定期開催できるようなイベントで賑わいを作ってはどうか。

・淀川河川敷は日陰も少なく、夏場は暑くて危険なので、ハイキングコー

スを整備する際は一定間隔で休憩場所も整備するべきと考える。

・歴史に詳しい人もいるので、そういった人に協力してもらって音声ガイ

ドを作り、QRコードを読めばガイダンスが流れるようにしてはどうか。



第２回鳥飼まちづくりグランドデザイン２Aワークショップ-取組の方向性（８）　Bグループ

Bグループ意見要旨

※青付箋の意見は水防センターの平時利用検討時に議論することとしたもの

重要難易度 取り組み 意見

A2 屋外イベントの開催を通じて賑わいを創出する ・年間イベントを開催する

・葦を燃やす
・腐葉土
・イベントでポイント付与制度

A2 淀川の歴史や遺産を学ぶことが出来るハイキングコース ・ロゲニイング（ナビゲーションスポーツの一つで、地図をもとに時間内に
チェックポイントを回り、得点を集めるスポーツ）

・ワンドの活用
・川の碑、神社等の歴史を調べる
・昔の映像を見せる
・治水、利水の歴史を学ぶ
・敷居を低く

A2 ドローンフィールドをつくる ・ドローン競技会の開催
A1 サイクリングコース等を整備し、休息拠点を提供する ・自転車専用レーンを作る

・ワンドと歩道、自転車道の区切りを作る
・船着場、ワンドを含めて考える。
・緊急河川敷道路の活用
・管理用アクセス路をサイクリング道路と併用
・防ステ、船着場、ワンドをつなげるアクセス路

A2 芝生や様々なスポーツができる多目的運動広場 ・芝生とスポーツを分けて考える
・使用目的に応じて場所分けが必要
・何のスポーツ？
・スペースをどう分けるか？
・スポーツとは？野球、グランドゴルフ等（河川敷の利用）、水上スキー等
（川の利用）を分けて考える

・既存施設（サッカー場、野球場等）を活用する
・水辺も含めて考える
・水辺との連携が出来れば・・・

A3 ドッグラン ・有料化
・中途半端に作らず、大型、中型、小型犬を分ける
・犬種（大型、中型、小型）で分ける
・大きな犬と小さな犬を分けて使いたい
・立派な策を作る
・犬種、安全管理、衛生面、ルールづくり
・堤内地との棲み分け

A4 BBQエリアを充実させる ・防災ステーションにかまどを作る
・防災ステーションと連携
・防災イベントと掛け合わせる
・水辺のオープン化（占用基準の緩和・にぎわいづくり）
・水洗い場が欲しい
・BBQのルール作り（ゴミ処理・洗い場・有料化・持ち帰り）
・ゴミの有料化（有料エリア）

D4 ゴルフアプローチ ・ゴルフ単独しか出来ないから勿体ない
・河川敷のゴルフ場でやる

E3 グランピングができる ・十三地区の問題、課題の整理
（重要度圏外） ・河川敷では商売は出来ないので、オープン化して有料化

・キャンプ場へ格下げ
・オートキャンプ場を作る

・テーマは「ちょっとだけお金をとろう」

・基本的に既にあるものを活用するという点でAグループと同意見。

・施設利用を有料化し、ゴミの回収費用等に充てたらどうか。

・河川敷などのイベントでポイ活（ポイント活動）をし、ポイントはセッ

ピィ割引チケットやセッピィ商品券等と交換することで、市外から来た人

にも市内でお金を使ってもらえる仕組みとなる。

・グランピングは鳥飼には不要。代わりにキャンプ場を整備し、河川防災

ステーションと連携した防災イベントなどで災害時のキャンプの学習など

も出来るようにしてはどうか。

・現状期間限定で設置されるドッグランは小型犬が対象なので、有料化し

て、中型犬や大型犬も遊べるようにエリアを分けて柵などを整備出来ない

か。

・BBQエリアに常設は無理かもしれないが、移動可能な水道設備があると

良い。

・ゴルフについてはグランピング同様利用者が少ないと思われるので優先


